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　尿 は人體 の排泄物 中最 も重要な もの で ， 無數の

薪陳代謝絡末産物を含み ， 此 等薪陳代 謝絡末産物

の量的質的變化 の檢索 よ り， 疾病 の原 因 して い る

特有 の變化 がi窺知 せ られ る ． 特 に癌 の樣 に有機鱧

を極 度 1こ中毒 させ 且 つ 之 を破壤する疾病 では尿 に

著晦な變化 の 起 る事は容 易に 考 えられ る． 其爲從

來 よ り癌患者尿 に就い て は多 くの 人々 に よ り多方

面 に 互 つ て 研究が行 われ ， 早期診斷及 び豫後 に鬻

して も多 くの 研 究報告 が され て い る．　しか し此等

の 多 くの もの は操作が複雜 で 一般臨床醫 が行 うに

適 した もの は少 い ． 手輕 に且 つ 熟練を要せ すに行

え る早期補助診斷法 の 出現 は最 も望 ましい 事 で あ

る．　こ こ に此等の 目的 に 適 うと され て い る Davis

氏尿癌反應il） （以
一
ドD 反應 と略記 する）を と 6あげ

て 檢討 を試 み た．

　 本反應は 1913年 Davis が癌 に 100％ の陽性牽が

ある と報告 して 以 來 40年 ， 其間本反應は極 め て 簡

單な るに も拘 らす， 我國 に於て は よ、うや く昭和 12

年高橋 2）
に よ り詳 細に追試紹介 され ， 其本態 に就

』
い て は 宮本

3） に よ り報告さ れて よ り散 見 さ れ る に

至 つ た． しか し本反應の本態 に就 い て は未だ確定

し て い な い 。Davis は癌性 中毒 に よ り赤血 球
ー
が確

壊 され そ の 破壞 産物 が 所謂 Haemourochrom の

型で 尿 と共 に排出 さ れ ， 此 が本反應 を陽性 と して
　　　　　　　　　 1
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い る と して い る． （こ の　Haem ．ourochrom 　iま血

色素 の 一
っ で ある ．） 其後 　Bakscht，

　 Tianazzi

Magnani に ょ り種 々 檢討 された が ， 我國 に 於 て

は 昭和 12年高橋 に よ つ て 本反應 を陽性 に して い る

物質は 111do1體 で あ ろ うと想像 され た．つ い で宮

本は種 々 實驗 の結果 Indo1が ihdigorotとなつ

て陽性色 を呈 す る の で あ ろ うと した． Indo1 は肝

臓内で Indigorotの 色素原 に迄變化 し， 之が尿中

に で て 諸過程 を経 て Indigorotに 變 る もの と考 え

られ て い る ．indigorotの 色素原 と して は lndikan

乃 至 は その 類似物が考 え られ て い る ．宮本は lndo1

よ り ildigorotに 至 る經過 を次 の樣 に示 した ．邸

ち
uAmino

酸の 一種 で ある Tryptophan か ら生

成 された Indo1は腸管よ り吸 牧 せ られ，體内で 酸

化 され て Indoxyl とな り東に肝 （及び肺）に於 て

tndikanとな り尿 中 に 出 ， 下 に 示 す經過 を經 て in．

digorotに な る の で あろ うと．

〈
「
一！ ＼

E ．・・H 〈
．
”−
IC… 、・K

　　　　 i→ 　　1　
冖’

ケ

　　 i　 …．
一 →

　 丶／＼／　丶／＼／　　　丶／＼／　　　　．
　 　 　 NH 　　　　 NH 　　　　　　 NH

　 Indo1　工ndoxyl 〔Enolform〕　 Indikan

OU：量  u〔×叉丿：： ハ

　　　
LNH

　
NH

　
NH

・ c▽ ＼ノ

　lndoxyl「Ketoform〕　Isatin　　 Indigorot　 N 且

　 しか して 王ndol は生 理 的に健康人 に もある が癌

患者 に 於て は墸量す る もの で ある．　 そ の 理 由と し

て は ． 1） 胃液酸度 の 低下 ， 2）Indol よ りの 分

解過程 の 障碍 があげ られ て い る ．

　子宮頸癌 を取扱 う上 に 重要な事は 第 1 に早期發

見 ， 第 2 に完全 な る 治療， 第 3 に 治療後 の 嚴密 な

經過の 觀察で ある． 以下 既等 3項 昌 に 就 い て D 反

應 と の 關係を檢討 した．

　　 第 1 章 治療前 の 子 宮頸癌患春 D 反應

　緒　　 言

　第 1 章 に 於 て は 子 宮頸癌治療上 の第 1條件で あ

る早期診斷に就 い て の D 反 應の價値 を檢討 した．

此迄 に發表 され た成績 をみ ると 浩化 器瘋に於 て
，

Rogosa4 ）93％ ，Kaschlewski　91％
，
　 Liphin　94．4％

Baksdlt 　87．5％ ，
　 Wassiien　73　．4％ ，

　 Rostok　38．9

％ ，
Popow 　90％

，
　 Jolkwer・Matchan　95．4％ ， 高

橋 89．1％
， 宮本 91．3％ ， 石井

5）82％ ，濱田
1）92％

等の 發表 あ り， 子 宮癌に つ い て は Magnani 　70％
Belohradsky　79，5％，　Jolkwer−Matschau　75％

，

高播 80％
， 宮本 72　：9％ ， 瀬ホ973 ．9〜77。8％ ，

逢坂
s） 71％ と報告 して い る．

　 實驗

　 A ） 實驗方法

　 實驗材料 は昭和 25 年 9 月よ り同26年 11月 の 間 に

常科 で 取 扱 つ た治療前子宮頸癌患Z−　214名 で あ る．

　 尿は早朝薪鮮 尿 を用 い た． 止 む を得ない もの に

っ い て は午前 10時頃迄 の 尿を用 い た．濱崎
9） に よ

る と午前 10時頃迄 の 尿は 諸實驗の結某其 日 の うち

で最 も動搖が少 く， 其 日 の全尿の 性歌 を推定 す る

に 用 うる事が出來 る と云 う．

　 實驗法 と して は宮本 の 變法 を行 つ た． EPち可 及

的薪鮮 尿10・cc を試驗管に と b，之 に 1   の 濃鹽酸

（比重 1．152）を注加 ，
ブ ン ゼ ン 燈 で ゆる く加温 し最

初 の蒸氣泡の 出現 をみ る に 至 っ て 加濫 を止 め ， 室
・
温 で 放置冷却 す る ．冷却後之 に 5cc の化學用Wt　：＝

一一J テ ル を加 え， ゆ る く振盪 して 1〜 12時聞放置 し，
エ ーテ ル 居に移 っ た色調 に よ り兜別する． 無色，

羯色 ， 黄色は着色度（一），
バ ラ色 ， 紅色 ， 紫紅色 に着

色す る もの を その 程度 に よ り着色度 （十）（卦）（卅〉

とす る ．陽性 着色 は い す れ も紅色 の基色 に紫の n

＝ 一ア ン ス を有 す る事が大切で ある． 本 反應 に 於

て は着色度（一）（十）の もの を勃定 陰性 ， （廾）（卅）

の もの を到定陽性 と して 診斷に用 い る ． 徇此等着

色度 を色度別標準色標
24）

に よ つ て み る と ， （十）：

色粗
一24

， 明度一19
， 彩度一 2 （以下同順），（廾）：

23− 17− 5 ，
，（卅）： 22・− 14− 4 で あ る，尚責疽尿

に は 10％醋酸鉛液を加 え ， その 濾液 を用 い ，血液

成分 及 び膿添 加 尿で は食鹽 ， 醋酸に よ る除蛋白を

行 っ た後本反 應 を實施 した ．

　本反應の 色調劉定 の 際陽性 色 に 黄色調 を加味 し

て い る もの で は ， 時 に剣定 に 困難 を感 じる事 があ

る． 此際は弱炭酸 ソ ーダ水 で エ ーテ ル 暦 を洗 うと

その 色調 がは つ き 1
） して 色調剣定 に都合が よい ．

　本實驗 に は健康人 50名 の D 反應 を測定 し着色度
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（一）　：38
，　（十）　：8， ．（＋H−）　：3，　（卅）　： 1　　〔穿呱定陰

性 ： 46，勃定陽性 ： 4〕 を得 ， 之 を野照 と しセ用

い た ．

　 B ）實 驗成績

　1） 子宮頸癌の進行期 とD 反應
．

　子 宮頸癌の 進行期 は國際分類
10） に從つ た ．治療

前患者
・214名 に 就い て 進行期 と D 反應着色度 と の

關係 を mnll ）u ）分割表 に よつ て檢討 した．（危險摩

は 5 ％ の ものを用い た，以下 同．）す ると表 1 よ り

〔Fe＞F 〕 な る事 が證 され ， 癌進行期 と D 反應 との

間に は 密接 な關係の あ る事 を示 して い る．

　更 1二相關係數 に就い て 調 べ る と〔r 〒0・51〕と な り

相關係數の 檢定 を行 うと 〔ρキ 0〕と
．
な る．2PちD 反

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 表 1

應 と癌進行期の 間に は相關が威立 つ て い る．
「
次 に縱及 び横に 就 い て 夫 々 相關比

13）を求 め る と

〔η
2uv ＝0．264．η

2vu ＝・6．264〕を得た．此等の各 々 に就

い て 有意性 の檢定 を行 うと い すれ も有意で あ る事

を知 つ た．帥 ち，

　　Fs ＝29．637，
　 F ＝ 3．88，　 Fs ＞ F

　　F’

．
＝ 　23．145， F ＝ 2．37，　 F 「

s ＞ F

　更 に 囘歸關係の直線性 の 檢定 を行 うと ， 縦横共

に直線性 を否定 酷來 ない 事が判 つ た．
　 ■
　　 Fs ＝ o ．529＜ 1，　 Fis ＝ O．949＜ 1

　皀”ち癌進行期 に對 す る D 反應着色度の 關係は癌

進行期の進 むに つ れ て 着色度 が彊 くな る． し か も

その 關係 は直線性で ない と は 器 えな い事 を示 して

子富頭癌各期 の D 反應

1

朔 定 陰 性

着　色　度 十

IVHI 期
〃

16

II　　 　 〃

盡
．

藤夭
一

「
−

　 x：＝ 134．96

2319−−

38

09191J12

　 　 　 　 8

〕『o ＝ 11．246

（翁）．
　 1155430

陽 性

柵 （
小
計）

t．

21943　 3−
　18

、7
コ1

537−『

6P−一
　 　 　 　 　 9
　 46　 1　 3　 　 　　 　 　 1　　 1

F ＝ 1 ピ75 　　 　 Fo ＞ F

3　 L　12
　 　 　 4

総

計
．
1−．6
　 52
　 114
　 42
　 石O

陽． 性

い る ．　
4

　癌各期の 示 す陽性率に就 い て み る と衷 1 に 示 さ

れ る．1期で は 28．6％ （鍔照健康人 で ば 8 ％）と な b

早期診断 へ の 應用價値は疑 問な しとは云 えない ．

83．3％ （94．7≧ P≧47．9％）

7工．2％ （80．0≧ P≧…59．9％ ）
52．6％ 囹0．6≧ζP≧ 44．9％）
28．6％ （41．6≧ P蕁…18．9％）
8 ．0％ く16覃8≧ P≧ 4 ．4％）

　H） 子 宮頸癌の種類と D 反應

　前記未處 置患者 を腟部癌と 頸管癌 とに分類 し て

檢討す る と裹 2 に示 す樣 に
．
1， II，　m ， 各 期を通 じ

て 腟部癌 と頸管癌 と の 間に は何等 の 差 異の な い 事

表 2　腟都癌及 び頚管癌各期 の D 反應

進行期 1 ’
1 II III

曽色度

二腟醜癌

頭管 癌

　 訐　「ヨ IH
X2 ：＝ o．423

一
ゴ
1」 二 、

14　 110
　 　 　 272

　 12　 　 　 9

Fo＝ 0．141
．’．Fo＜ F

册
21

計
339

　 3　　 42

F ＝ 2．67

203
　 十

727一一
ll
’一

什

38− −
5
『

23　131　　43

xt ＝ 1．124

　 　 ．’．Foく F

二手腰
．

一蕃 1、誌 i
　 　 　 　 　 　 1

 
十
8

F 。
＝＝O．341

　　　　　　 1
114　i．　6　r　9

．一

　　　 フ〜＝ 0．394
　 ．．°．Fo く F

　 　 　 ．’．Fo＜ F
・
妊 ：・X2t9 ．941，　Fo　＝ 3．314，
　　 　 ．

’
．F 。＞ F

症 ： X2 ＝ 2．669，
　 Fo＝O．888，

　　 　 ．
’．Fo く F

朴　　 柵

17　　 152
　 　　 3

を示 して い る．
’
　　　　　　　

．

IH）　他疾患 と D 反應

　 2 ，

の關係 は 表 3 を用 い て ，

妊

　 　 　　 　 　 　 　 ，’．Fo＜ F

筋　　　　　　
tt
　腫 ：　xe　＝＝2．548，　Fo ＝ O．849

， ．

3 他疾患の D 反 應と健康 人 の 示 す D 反應 と

娠 ：　X 「 ＝ 0 齢120，　】ヨ「o ：＝ O・04
，　F ＝ 2 ．60

m

外

炎

19　： 18

Fo ＝ 　O。131

悪性絨毛上皮腫 ： xe ＝・11．259，
　 F

。
＝3 ．751

，

結

　 　 ．°．Fo ＞F

核 ： x1 ＝ 1．022
，
　 Fo ＝・0340 ，

〃

〃

〃

〃

計
45752
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678＿4

　 　 　 　 　 　 　 　 　，’，Fo ＜ F

　夢N　巣　　嚢　　腫 ：　；
2＝0、518，　Fo＝ ＝O．172

，

　　 　 　 　 　　 　 　．’．Fe＜ F

　月 經 ： X2 ＝　11．048，　 Fo；3．682，

　 　 　 　 　 　 　 　 ∴ Fo ＞ F

とな り妊娠 ，

健康 人 と の有意差 は認 め られな い が ，

絨毛 上 皮腫 ，
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〃

〃

　　　　　　筋腫 ， 炎症，結核，卵巣裹腫 に て は

　　　　　　　　　　　　　　　　 外妊 ， 悪 性

　　　　　　 月經時 に於て は有意の喰違 を示 して

い る ．叉 その 示 す陽性 率 も表 3 に 示 す通 1）で ある．

表 3　 他疾 患 の D 反應

剣 定　　陰

着 　 　 色 　 　度

健
妊

筋．
外．
炎

康

悪性織毛 上 皮腫 i
結　　．　　 核 112
卵　欒　靉　腫 i

月　　經　　時
．

　　 　 　 　 If
人 ．．3亀 ．棄薔

．
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　　　　　　　　　考　　 按

　治療前子宮頸癌患者の D 反應 に就い て 檢討 し て

み よ う．

　子 宮頸癌の 進行期 と D 反應 との 矚係 に就 い て は

瀬ネ：
， 岡田 の 報告 を み る と畢行關係が うか が わ れ

る が本實驗 の 結果 も同樣で あつ た．　これ は癌の進

行 と
『
共 に肝機能の障碍度が 大 とな り， 又 胃液酸農

も低下 し腸内腐敗 が盛 とな り
u ）　lndelの 生成 を増

し
15）且 っ 分解過程 の 障碍で Indikan 以外 へ の 酸化

淆失 す る作用が障碍 され Indikan乃至 その類似 物

の繪加 が大 と な bIndigorot の色素原 へ の増量 を

み る爲で あ ろ う． する と本反應が癌の 初 期に は陽

性寧 の劣 る事 は當撚 な事で 1期癌で 28．9％ は或は

當然 の 値 と も云 うべ きで あ ろ うか ． か か る點 よ り

本反應 は ， 早期診断の 目的 に用い る に は 不適 で あ

る． 又 宮本 は子宮頸癌は稍化器癌に 比 し て その 陽

性 牽が劣 つ て い る と報告 して い る． こ れ は 1） 子

宮 頸癌の 肝 に對す る關係が 淌化器 癌に 於 る肝 の檬

に 密接で な い （宮本）． 2 ） 胃液酸度 の低下が矢島

も嚢 つ て い る樣 に そ う顯 箸で な い
，

こ と に よ る の

で あろ う． 但 し高度の惡液質や飢餓欣態の 際 に は

反應が陰性 とな る傾向が強 い ，

　 癌 の 種類 と D 反應 との 關係 に 就 い て は その 間の

淆息を詳細に した成績をみな い ， 元來腟部癌 と頸

管癌 とは その 成立 方法 ， 傳播樣式 ， 臨床上 の悪性

度等 に よ つ て 全身 に 及ぼ す影響 も異 り， ひ い て は

D 反應 に も差異 を生 じは しな い か と も疑 われ る が

實驗 の 結果 は前述 の 通 り有意差 を 認 め なか つ た．

　 癌以外の 疾患 の D 反應 と健康 人 の 示 す D 反應 と

の 關係 に就 い て ， 癌反 應で は薪生物の 繪殖 と義 う

點 か ら妊娠 がee　1 引合 に 出 され る． 私 の得た前蓮

の 成績で は本反應は 妊娠 と何 等の關逋性 の ない 事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

を示 して い る． 宮本 も同樣の 威績 を得て い る ．瀬

木 ， 岡田 に よ る と 外妊中絶後及 び惡性 絨毛上 皮腫

で はes　）陽性 に で る と去 つ て い るが 本實驗 に於 て

も同樣 で あ つ た． こ れは宮本 も氣 つ て い る樣 に 出

血 と云 う事が何等か の 影 響を D 反 應 の 上 に 及 ぼ し

て い る の で あろ う． 此點 を更に確か め る もの と し

て 健康人 の 月經時尿 に 就 い て の 成績 が之 を證 して

い る ，卵集嚢腫，結核 ， 炎症 （癌治療 申 に合併 した

もの は除 ⇔ ， 筋腫に於て は健康人 と の 差異は認 め

られ なか つ た． 以上 の 樣 に D 反應 に は多少 の 類屬

反應 もあ る が臨床應用上 さ したる 不便を與 え る も

の で は な い と考 える ．

　　　　　　　　　小 　　括

　 岡山大學醫學部産婦人科歡室 に於て 治療前頸 寤

患者 214名 に 就 い て D 反應を實施 し，次 の結果 を

得 た．

　 1） 子 宮頸癌進行度 と D 反應 と の 聞に は極 め て

密接な關係 の ある事 を認 めた ． 皀卩ち癌進行期 と D

反應 と の問 に は相關關係が成立 つ て い る． しか し

て 各期 の陽性 出現 率は ， 1期 ， 28，6 ％ ， H 期，

52．6％ ， III期 ，
71．2％ ，

　 IV期 ，
83．3％ であ る．

　 2）　 D 反應の 出現 は 健康 人 で は 8 ％ ，封照疾 患

と して 用 い た妊娠，卵災嚢腫，結核 ，炎症 ， 筋腫

で は健康人 と の ff意差 は認 め られ す 6．8〜18．8，％

の 間に ある． 外妊 中絶後，悪性絨毛上 皮腫 ，月經

時等幽血．を作 うもの に陽性 奉 が高 くPV・　）　25〜35．

％ の 韻現 をみ る． 皀卩ち出血性 の もの に類屬反 應が

現 め れ る傾 向の あ る黜注意 を要 す。 併 し癌診断注

に よ く引合 に 毘 され る妊娠 と の 類鴫反應は認 め ら

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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れ な い ．

　第 2 章 治療終了時の 子 宮頸癌患者尿D 反應

　 緒 　言

　 第 1 章 に於て は 子宮頸癌の 各種所見 とD 反應 と

の 關係 に 就 い て調べ た が ， 本章 に於 て は 子 宮頸癌

の 治療 とD 反應 との 關係に就 い て 調べ た． 子宮 頸

癌 の 二 大療法 で ある 手術及び放射療法 に よ っ て 行

わ れ る癌組織の剔除叉 は 崩壊が D 反應の 上 に 如何

な る變 化を及 ぼす で あろ うか ， 此 點は亦癌の 治療

經過 を み る 上 に も興 味 あ る事項 で あ ろ う．

　附言 ．當教 室で は乎術療法 は 60歳未滿で進行期

1， II， 期の もの及 び極 く一部の nl 期 の もの に 入院

後直 に 心 機 能檢査 を實施 し手術 に耐 える と 到斷 さ

れた場合 に行 う。 基本 術式 は岡林式廣汎子 宮全剔

除術 に よ り， 兩附矚器 ， 所鸚淋巴 腺 も共 に剔除 して

い る．術後約 3邇 目か ら レ ン トゲ ン の分割放射（放

射 野は下腹部及び腰部に夫 々 2 門 と b6× 8Cm皮膚

焦點距離 30cm 毎分15〜 20r 毎 日 1 尸ゴ300r宛放射 し

て 3巡 す る．從 つ て 各門に 900r 總量 3600r）を行 つ

て治療 を完 了する． 放射療法 では前 と同 じ條件で

V 放射 を行 い
， 次 で ラヂウ ム に よ る 必要量 〔大約

1期 …5eOO・− 7000mgSt （鹽量）II期…7000〜 8000

mgSt （鹽量） III期…10000〜12000mgSt （鹽量）〕

の 局所放射 を實施 する． 歌況 に よ り體 腔管 も併せ

放射す る． 放射療法 の 場合は第 1 囘治療絡 了後約

2 カ 月 を經 て 經過 の 良否 に拘 らす 原則 と して 再發

防止 の 爲に 第 2囘 目の 放射を行 う，第 1 囘目治療時

と同樣 ，　た s
’
PF陰部に 1 門を追加 し（300r15囘）放

射 す る ． 徇放射療法 に よ る もの は年齡が60歳以上

で あ るか叉 は癌浸潤度 がH瑚 以一【：で ある か，全身

歌態が手術 に耐 え得ない か ， 或 は特 に本人が放射

に よ る 事 を希望す る場合等 に 行 わ れ る の で ある．

　實　驗．

　材料 は前剃 こ於 て 使用 した 214名 を用い た．其

他の 條件 も前 に 同 じで ある ．對照 と して は前章 に

あげた健康人 50名 の 成績 を用 い 疫．

　1）　治療前 と終了時 と に於 る D 反應の 變化

　對癌治療 （手術 ， 放射）に よつ て D 反應が どんな

表 4　子宮噸癌各期 の 治療前及 び 終 了時の D 反應 （手術例）

進行期 1 1

、
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　 　 　 　 I

」 翆塑前一1
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＋
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表 5　 子宮頸癌 各 期 の 治療前及 び終 了時 の D 反應 〔放射例）

進行期
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　 著 色 度 　 　 一

二繍 ］・

　治 　療　
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計
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ふ うに變化 す る か をみ た．

　 1） 手術 例

　表 4 に 示 す樣 に各 期共 に治療前 と 絡了時 との 成

績 を比較 する と有意の 喰違を 以 て 陰性の方 向に向

つ て 變化 して い る．　皀口ち，

　 1期 ：
’xs ＝

　7．98　Fo
＝＝　2．66　F ＝ ＝ 2．60　。  　Fo ＞F

　I 期 ： X ！＝25．58Fe 　＝・7．46　F ・＝2．60　．
°
．　F 。＞F

　 III期 ： P ＝＝ O．048

　2） 放射例

　表 5 に 示 す所 よ り 1， 1正期 では有意の喰違 を以 て

變化 して い る とぱ去 えない が ， III期に 於て ぱ 有意

の喰違を以 て 變化 して い る． 即 ち

　 1期 ： P ＝ o．142

　H 期 ： κ
聖

＝ 6。184Fo ＝2．06　F ＝2．60 ∴ Fe＜ F

　III期 ： kl2　 ・26．82　Fo＝8．94　F ＝2．60 ∴ Fo＞F

手術例（表 4）， 放射例 （表 5 ）， 共に D 反應陽性 率

は治療前 に 比 較 して低下 して い る事 を知 る．

　n）　治療経了時 の 手術 ， 放射兩療法 の 比較

　公正 を期する爲 に 1， II期の もの に就い て 比較

した．衷 6 の 示 す樣 に 爾療法の 治療絡 了時 に 示 す

　 表 6　子 宮頚 1，II癌期 の 治 療終 了時の D 反應

て 陰性化 の 彊 い 事 を示 して い る．

　 III） 治療終了時に 示 すD 反應 と健康人 の 示 す 1｝

反應 と の 箆 較

　 1） 手術例

　 表 7 に 示 す所 よ bI 期に於 て は 健康人 と の 有意

差が ない迄 に なつ て い る が ，
1 ， III期で は未だ有

意の 差 を示 して い る．即 ち，

　 1期 ：　P　 ＝ o．431

　 1正期 ：　P ＝O．020

　 11ユ期 ；　P ＝ 0．033

　 2） 放射例

　同 じく表 7、に 示 す 所 よ り1期 に於て は健康 人と

の有意差が認 め られ な い 迄 に なつ て い るが ，
矼

，
II亙

期 に於て は未だ著明 な差 が認 め られ る ．皀口ち

　 1期 ：　P ＝ 0．33

　11期 ：　P ＜ 0．001

　111期 ； P ＜0．001

　　 表 7　 子宮頸癌各期 の 治療絡 了時 の D 反應
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曾

，

日頃 よ b陰1生が出沒 し，　それ がだんだ んに陰性 の

方 剛 こ固定する槲 こな る． 放射例 に方昏て は レ 放射

絡 了時頃 よ りぽ つ ぽ つ 陰性 を 示 す もの が 出沒 して

くる樣 に な b， それ が治療傾 向の 速い もの で は陰

性化 の度 が大 とな り， 治 療傾 向め遲 い もの で は陰

性 化 の傾 向が弱 くなお 陽性 に 止 つ て い る． 此様に

して み る と手術 ， 放射兩 療法 の D 反應の 上 に 及ぼ

す影響 を は つ き り知 る事が 出來 る．
・

　 考　按

　子宮頸癌 の滑療が D 反應 に 及ぼす影響 は諸家 に

よ り發表 さ れ ， 岡田 ， 瀬木は手衛 例で は術後蓮 に陰

性化する 傾 向が張 く，　それ が漸次陰性の 方向に 固

定 し ，放射の 際 は遲れ る と 云 つ て い る．本調査 の治

療開始よ り絡了迄の 推移 をみ て も， 手術 例で は早

期 に陰性が 出沒 し（術後 4〜 6 日頃 よ り）且 つ 陰性

へ の 固定化 の傾 向が張 く， 反之放射例 に於 て は陰

性 が 出沒 し始め る の は レ 絡了後 よ り散發的に み ら

れは じめ ， 且 つ 陰性 へ の 固定化 がす つ と暹 れ る．乙

れ を高槲 7）の 「子宮癌冶療の 馬尿酸 に及ぼ す影響」

に よ つ て み る と 「手術例 で は 術後 7 日 に至 る と明

らかに肝機能の好轉を示 す が ， 放射例 で は顯著な

好轉を示 さない ．根治手術 に よ り癌病欒の 廣汎捌

除が肝機能 の 速 な向上 を促す もの で癌 と 肝機能 と

の 間 に 密接な關係 の ある事を證明 し，放射例 に於

て は若干 の肝機能 の上昇 を示 して い るが 顯著な差

は な い、 病巣の 殘存 と武 う事 が肝機能 の上 に著明

な景彡響を與 えて い る事 を物語 つ て い る」　と叉澁澤

も 「一般 に手術後 2 日 目 に於て 肝障碍著 し く， 5

日 目頃 よ り急速 に恢復す る 」 と述 べ て い る．此等

諸家の報告 に よつ て も術後速に 険匪化す る傾 向 を

持 つ 事 が了解出來る．山本
18
）
『
の組織學的檢査 に よ

つ て み る と「レ 放射 5〜12× （深部量370〜900r）に

及ぶ と癌組織 は組織 的に著 しい 變 化を受 け， 癌病

集は退行變性 を示 し ， 核濃縮並に核融解に 陥る も

の が次第 1三膾加 し，壌死に 傾 く もの が多 くな りs 結

締織の 侵入す る所 も多 く， 實質細 胞は結締織 に 迷

入 して い る 樣 な像 を呈 して い る」と ， 亦柳井
22）

も同

樣 な事 を蓮fく て い る こ れは D 反應 の陰 性化 へ の 傾

向 を示 し始め る時期 と殆 ど 同時期 に 常つ て お り．

癌組織 の 結締織化 に よ b癌 細胞 よ り出す毒素の 排 ・

出減少 を來 し， ひ い て は D 反應の 陰性化 を もfeら

して くる事 を示 して い る の で は あ る まい か． 更に

レ 放射後 ラ ヂ ウ ム を放射 し， ラ療法経 了後 に は釜

姆發痕化 し陰性化 の 傾 向がだ んだ んに強 く な る の

は 容易 に 理 解出來 る ． こ れ よ り治癒傾 向の蓮 い も

の に陰性化が強 く， 治癒傾向の遲 い もの に 陰性化

の 弱い事 も了解出來る．

　本章 に於 て 滄療終了時の 反 應値は 治 療終 了時に

於て 全 ．〈その 値に 固定 し た事 を示す の で な い 事 は

’

上記の 読明及び表 8 の 個 人的追及 の 表 をみれ ば直 ．

に到 る事で ある．　しか し、此等治療絡了時の値 を集

計すれ ば治療絡 了時の D 反應 の 示 す 趨勢を窺 い 知

る事が 出來る ．

　手術放射兩療法 に つ き治療 前及 び絡了時 の D 反

應の變化，絡了時の D 反應の 陽性率，絡 了時 の D 反

應 と健康人 の 示 す D 反應 と の 比 較を總括的に み る

と， 兩療法 と も明 らか に治療 に よ り陰性化 へ の 傾

向に進 ん で い る事 を示 して い る，　1　 rt
’
1，は 叉治療経

了時の 各期の 示 す陽牽 よ bみ て も明 らか に 了解出

來る ． 1期に 於て は兩療法 に よ る もの と も 區別な

く健康 人 の 域 と有意差が な い 迄になつ で い る が ，

II
，
　III期に 於 て は兩療法 と も此域 に 迄 憐復 して い

ない ．星合
19）は「長時 日 に 瓦 b全身性 と な つ た癌性

變化 が 1〜 2月で陰 性と な るはすはな い 」と誤 つ て

い る が まさ し くその通 りで あろ う． しか し此間に

於 て も手術 ， 放射兩療法 の 間に 明 らか な差異 の認

め られ る事 は上述 の吟味特 に 表 6 に よ b明 らか な

事 で ， 全身性 とな つ た癌性燮化 も癌組織の 捌除或

は殘存の相漣 に よ りその 治癒經過の 上 に 明 らかな

差異の 認め られ る事が 剣つ た．

本章 に於 襯 討は 爾療法 の 優劣を 示 す もので は

な く，各治療法 に よ る治療經過の 傾向 を示 して い

る もの で ある ．

　 小　括

　本章 で は前章 に 於 て 用 い た 214名 の者 に就い て

治療終了時の D 反應 を檢討 した．

　 1） 對癌治 療（手術 ， 放射）に よ り治療前 と経 了

時 とを比 べ て み る と ， D 反應 は相 當の 影響 を受け

る． 手術例 で は治療絡 了時に於 て 著明 な差 を以 て

陰性化 に 向う． 放射例 に於 て も亦陰性 化に 向 うが
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そ の傾 向は手術例 よ りも すつ と弱 い ．

　 2） 兩療洙共に 1期 で は 健康 ノ、 と の有意差 がな

い 迄 に1映復 して い る が，II，　 III期 で は そ こ迄 に 至

つ て い な い．

　　　第β章　治療後の 子宮頸癌患者尿 D 反應

　 緒　言

　 第 1章 で は 子 宮頸癌患者 の 治療前 ， 第 2章 に 於
て は治療絡了時の D 反應に 就い て調べ たが ， 本章

に 於 て は治療後の經過 に 就 い て D 反 應の態度を調
べ 豫後剣定 に 應用 して どれ位の 價値が あ るか を檢

討 した ．

　 癌 の 早期發見と云 う 問題は最近急速 に 一般 に ょ

く認識 され て き 且 つ 臨床 ， 基礎 兩方面 に非常な進

歩 を示 して い る が ， 豫後 に 關 して は 案外成行 まか

せ と云 つ た感 があ る ． 再發を來 した際は 放射療法

を繰返 す だ け で經過 を臨床的に 絶 えす長期 に 互 つ

て 觀察する事が案外忘れ られ て い る の で は あ る ま

い か ．此 點醫師 も患者 も早期 診噺に 於 て 示 した と

嗣嫁の 認識 を持 た ね ばな らない．經過 の 悪化 ， 再發

を つ と め て早 く發 見 し適切 な處置 を加 えて こ そ治

療 成績の 向上 が期侍 さ れ る．葡 し再發 を早期 に發

見す る：事は ， 實際聞題 と して 困難な 場合が少 くな

い ． 子宮頸癌は治 療後 5 力年の 間經過 を觀察す る

必 要が ある． 當科 に於て は治療後の定期檢診を實

施
‘
し， 最初の 1 力年は 2 ヵ 月毎 に 次 の 2 力年 は 4

カ 月毎に
， 其後は 孚力年毎に實施 して い る．子宮

頸癌の 確定診斷法 と して の 試驗切除に よ る病 理組

織檢査法 も轉移に 就い て は 實施 に 困難 な事 が 多 く

又現 在好評 を博 しつ つ あ る Papanicoloauの瞠 内

容塗抹檢査法 もその 早 期診断 に 於 る と 同樣 の 威 績

を發揮す る事 が出來 る かは疑問で ある ．

　豫後 に 利用す る に は 何 囘 で も繰返 し て 行 う事 が

出來且 つ 簡單 に して 正 確加 ， うる に試驗材料 も易

く得 られ る もの が望 ましい ．此 點 本反應は信頼度

の 點 に於て 遺憾が なけれ ば 最 も懣當 した方法で あ

る と云 え よ う．

　贇　驗

　材料 は昭和 25年 9 月 よ b26年 11月 の間 に 定 期檢

診 に廉院 した 者 （延 1146名 ）に 就 い て 調べ た． 本實

繍 こ於て は D 反應 の 成績 を孚腱 陰性 と．笋掟 陽性6

2 群 に した． 以下陽性 ， 陰性 と略記 した．灘照健

康人値と し て は第 1及 び第 2章 に 於 て 用 い た健康

入 50人 の成績 を用 い た．

　 1）　絡過良好 なる もの に就い て

　 1） 治療後の D 反應 の憐復 に就い て ．　　　
一

　第 2 章に 於 て 述 べ た樣 に D 反應は 竭癌治療 に よ

り著 し く影響 され る事 は 明 らか で あ る。、治療絡了

後如何な る經過 をと つ て 正常値に まで族 復 して ゆ

くか に 就 い て 檢討 した．

　 a） 手術例・　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　1
，
H

，
　III期の もの總 て まと め

’C　一つ に し， 治 療

後 1 〜 2 月， 3 〜 4 月 ， 5 〜 6 月 ， 7 〜 12 月，13

月以後 ， と分 けて 檢討 する と表 9 の示す樣 に 2 カ

月 に於 て 既 に健康人 と 有意差が な い 迄 に 憐復 して

い る ． 以後釜 丈 健康人値 との 差 を少 な くす る 方 向

に進 んで い る．

表 9　子 宮頸癌 治療後 の D 反應（乎術例）

e・J定 瞬麗 計 驍編 1

陽

箋
牽

濺聳・38 ・6 呻

：二器 需
7

簸
・4・

1
・51

13
鼠後

孅 人
．

46141 ・・

　b）　放射例

P ＝ O．427　・10．4（五5，3≧P ≧ 7．1）

75P ＝0．5321
　 　 　 　 　 1

P ＝ 0．494 …　9．6（15．3≧ P ≧ 6．3）

　　　　　9．0（16．5≧ P ≧：5．3）

156iP ＝ 　O。528 　 9．6（i4．3≧ P ≧ 6．6）

・… 61 ・9・ P −・・6・・58 ・・（・3・1≧ ・ ≧ ・1・）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

　放射例 に於 て も同樣 に し て 檢討す る と表 10の 示

す樣 に第 1囘治 療後 4 ヵ 月迄 は 健康値 の 域 に 迄 は

恢 復せ す ，
5 カ 月以後 に於 て よ うや く健康値と の有

　　　表 10 子宮頸癌治療後 の D 反應 倣 射例）

列 定 i陰性［陽性計 劈熱劃
129

　
　

3
　

　

8

30

　
28
　
16

後
月

月

　
月

緜

鬟
．

踊

．
3
一
36

　一
9

　

　　
　

月…

後

卜

u

璽

423711971

　　　　　 陽　　性 　　率
一　　　　 ．　　 （％ ）

P ＝0，0095128。5 （41 ．3≧ P 芝 18．9）
　 　 　 　 　
P＝0．0134124．3 （30．3≧ P ≧ 152 ）

　　　　i−．一　　　　
．一一一一

P
：

°・2913115・8（踟 ≧ P ≧ 2・8）

P ＝＝O。282

11ilO41P ＝ 0．48911

．2（19．3≧P ≧ 6．7）

10◆6（16曾6≧≡P ≧ 6．8）
　 　 　 1
健康 人
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意差が認 め られな い 迄 の値 黻 復 し， 以齷 韃

康値 との 差 を少 な くす る方 向に進 ん で い る ． 但 し

前 に 蓮 べ た様に放射例 に於 て は 第 1 囘治療絡 了後

約 2 カ 月に第 2 囘放射を再發豫防 の意味 で 行 い ，

こ の 2囘 の治療 を以 て 放射療法 の 完了 と して い る・

　 2） 手術 と放射 との 此 較

　手術 と放射 （放射 に あ つ て は 5 カ 月以後の もの

以下 同 じ．）に於 て 差が ある か否 か をみ る と爾者の

澗 に は明 らか な差 の な い 事 が表 11 に よ つ て 示 され

ザ
る ．

　　　表 11　手 術及 び 放射療法後の D 反應 の 比 較

田　　　　　　　　　　　　一 一趨 ＝
9 、

　 治療後各 月に 示 すD 反應の 陽性黐 ま…E9 （手術

例）表 10（放射例）に 示 す通 りで ， 治療前ド終 了時

及 び治療後と通覽 して み る と D 反應の 變化 の横子

が よ く了解 出來 る．

　 Il）　經過疑 わ しい もの に就い て

　　1） 手術 と放射 との比較

判 定 陰 性 隔 性

’
言L ．

．一
事 術 I　 gg！− 1

−
65

．
− 6i塑一一

放　　射
一

1
−
　 172　− 1−一一」翆 ＿ 1＿ 1夐4 −．一一

一一一
愉

一一
「
一．

万蔚 1　 87 　
1

　 883

　 X ！　＝O．323　　　0．70＞ a 冫 O．50

3） 治療後の D 反應陽性 率

　　　　　　　　　　表12　子宮頸癌治療後經過疑わ しv もの 及 び 不 良の もの の D 反應

表 12に よつ て 手衛 と  と を比較す る と兩 者の

間 に有意差は認 め られな い事 を知 る．皀Pち

　X £ ＝0，949　　　0．50＞ α ＞ 0．30　　　　　　　　　　　　　
’

　2） 經過 疑 わ しい もの と健康 人との比較

　手術 及 び放射共 に健康人値と明 らか に 有意差 を

示 して い る ．即 ち表 12よ り

　手術例　P ＝ 0．002，

　放射例　P ＜ 0．001

　 3）　陽性犖

　表 12に ょっ て 手術放射 の陽性率 が示 さ れ，その

間の 關係を易 く了解出來る． 1叉經過良好な者 と の

乎 術 例 放 射 例

t・

わ
一

〇 、
一

〇

→
三

卩

　
5

　

3

ー
　

　

陽

五
n

　

　

一
1

」
一

陰

％

四

塗
込

、

　

　

　

正

蠶
再 鶸 肩却　・

＿ 　　@　　

　　

　　．　 「 11@ 　 　

性 　 　率　1
　

陽一 一
％）一一一 一1 −

1

麩里・8zp ≧24

1） 1
@ 陰 　 1 陽 　（ 計 ） 戛⊥

瓢 差の ある事も は つき り剣る ．

　II1 ）經 過不良な もの に就

て 　1 ）手術例と放射例 との比較 ・8 …（

・ 3
≧P ≧

・ 8＞、 15 31 「陽 （ 第 牽 表 12

ょ つて手 術 例 と放 射例とに

有意差は 認 められない事を知る ． 即 ち 　

ﾌ』0．033 　 　 0 ．

＞α＞ 0 ．80 　 2）　 健 康人 と の比較 　

術，放 射 例 共に 表 12 の示す

より健康人値と 有意差

示してい る．皀 卩ち 　

術例　P ＜ 0 ．

1 　 放 射 例　P く 0 ． 001 　 3） 　 陽性

　 叉兩者 の 示 す 陽性 率は表 12 の示す通り

ある・ 　 4 ） 經 過 疑 わし いもの と不 良 のも の

の比 較 　表12の示す所よ彌 職二は有意

は認 められな 　　47．9（ 59．7≡

P ≧44 ．9 ） 4616
E4 （ 76

・ 5 ≧P ≧54 ・ 4＞ い ． 即 ち　　　

　　　　 ゜ 手術 例：X・＝ 1 ．772 　 0 ・ 20＞α

0 ・10 放 as 例：X ・・＝ O ． 788

0 ・ 50 ＞α＞ 0 ・30 　1Y ．） 　D 反應

臨床 診 断に 先行するか 　 D 反應が確實に經 過不

と診 断 さ れ たも の に對 して ， そ の 前 囘 檢診 時

8 カ月 以内 ） に 陽 蜂に 出 る か 否 かは

ｽ 應の應 用 價値を云 々 する上に

要な 事 と 思う．よ つて此 點

就 い て 調べ た ．

　 手術 例 では
11

例中
4 例陽性 　放射例では 14 例中5例陽性

ﾅ あつた ．
邸

ち 　 手術例：　 4！」、＝36 ． 3％（60 ．

  ≧ 19 ． 9 ％r ） 　 放射 例 ： s ／ 、、 ＝3

D7 ％（51 ．4 ≧ P ≧19 ， 1 ％ ） は 明ら

に臨床
所
見に 先 行 し て 現 わ れ る ．但 し 此 成 績は手術 例 に 於 て は
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よ り放射例 で は 5 〜 6 月以後の
’
もの か らで あ る．

　V） 盲 月試驗成 績 に就 い て

今迄 と趣 を變 えて 全 調査例 を陰性 陽性 の 2 群 に

分 け， 叉夫 々 の 群 を順調 ， 疑 わ し，
．不 良の 3 種 に

N 　　　　　　　　　　　　　　　　　B崖嬬 誌 　@ 第4 卷@ 　第

j 分けると表 13 の 如くに なる．皀口ち 陰 性 群 に

い て はその92 ．3 ％のものが 經 過 順 調であつた

反之 陽 性 群 に 就 いてはその 53・9 ％をi 經過順 調

が 占 め，
疑 わしい もの ， 不良のも の の 方 が却

て少い 結果 表 13 子 宮 頸癌 治 療後の D 反

盲目
試驗成績 親鶏

黛

撫 麟黨羅戴 ． を 雛轟 經過 。 灘追
　 鸚 蠶 脚戀 蹴 飄 轍 緜擁過 を 鰍 的 囃 搬 恥て 觀 察す 鴉 樣に 2 〜 4 臓

見跣行して現祕編韈 　　　　　 　 　　 　　　 　 　　 　 　表 14 治

後
D
反 應
の
個

入

逍及

羅

撫

墨

−
嵐

嚇覊

@
．

一 　 　　「 一 互． 1 氏 丁 勾 診治
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ケ
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三

＋

へ．

・

辷
　

．
一 冖

虻
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幕

　 一 一 一 二 ・ ＝ ＋ 骭

二 ｝＝ ザ 」
−
． L 昔「

喇 ・． ・月・ 2 ・月陶　 歸 　　　1
＝．±て

一 1 三三 丁 經 龜 良好 　 十　 ． 一 ＿ − 　　

@ 一　　　　　シ『鹽．一 　　　　　　　　　
　
　

　　　　　　　廿 　
　　　　

　
　　　　 　　　

　

　 　 　 　． 廾一 　． 1 　　　　　　 　 　　

　 … 一．

＃ 一一1 − ＃　1 − t であ る． その 一部を 示

と表14 の 樣である 　考　按 　 子宮頸
癌の豫

後は再發の有
に 懸る靂 が大 であ る・此爲

にHUper
　 u・Sch

itz20 ）は組織學 的所 見 の差異によ b ，
Plaut2n ’ は 年 齡，顰質 ，榮 養 及び 臨

所 見等を 加味 して 種 々 の豫 後 指 數叉 は 悪

度係數 等 を 測 定 して豫後 勃定 に役立 て よう とし
が・此等のも の絶々 と繍 が あ る ． 癌 が 單な る 局

疾患でな く 全身 疾患 で ある と の見 地 力・ら 尿

の 變化が 癌の豫後をみ る 上に大 い に 意義 があ ると

は 當然 考えられる所で岡田， 逢 坂は 少 數乍 ら 本反

應を實 施 し て 豫 後勃定に有 效 であ ろ うと 報 告して
いる． 本 來 子 宮頸癌 治療 後 の D 反 應の意養 は そ の

陽

化に よ
つ
て再

發

を早期
に
豫 知する事 である．

本

驗に於て も 手徳 慮 者 に あつて
は
銜後 數 日中に 骨

tI 一 君 ．11 ［一 ＃− 1 − 一． ． ．囃舞 誕 瀰　

@ 敏 射 例に あつ てはレ 放射 絡 ’了 後 よ り 陰 性 が出 沒

　 る 樣 に 蒸 り 治療絡 了 後 經過良 好の場 合には手

例 　では2 ヵ月で 健 康 人 と差 の な い迄 の 域に逹
，放 　射 例 に於ては 5 月 を 要 する事を知b

た ．癌病 集 　の 殘存 が影響を及ぼ して い る事 は

らかで ある． 前詑 實 驗 成 緯販應は手 術 例に於て

ま 遏院 後 第 　 1 囘 定期 檢診 時 から豫後 剣定に 應

出來 る が ， 放 　射 例に 於 て は 少 く と も 5 〜6 月

後でなければ 正 　 し い利用 價 値はない もの と認

られ る ．手 術 にあ 　つ て は 2 月 後より，放射 に

つ て は5〜 6 月 後よ 　 り經過 良静のも のでは

療法 と も 健康入 との有 意 　

がない域に 趨 恢復 し， 且 つ手術 と 放射と 相 互 の

に
何等
鮪 意 差を示さないraよ

り雨 療法の區

　をつける事
な
く利用出來る． 　　經 過疑わし

場合は兩療法 共に健康人 の
値と有

上

一王ニヒ 三二71＝ 耋二1− ．：一．皿 　
　．

± t− ＿
．1−

．一一　一1＿　一＿ ［．一 ！ ．．．：ヨザ±

≡ご二
＿
一轟 鑛 姦 一   　＿ 一＿一＿ 1 ． 　 ±一．． 一 一 L 　 十
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「

意差を示 し， 又手術放射 の 間に 於 て 有意差 を示 さ

な い か ら雨者 を區別 す る 事な く利用 出來 る．經過

不 良の場合 も同樣 で ある．

　次 に經過 疑わ しい も の ， 不良な もの の 示 す陽性

摩 は手術放射 を一
括して 夫 々 43 ．6％，64．1％ で そ

の 示 す陽性率は必 しも良好 で ある とは冒 えない ．

　 D 反應が臨床診斷 に先行 して 燮化 す る か の問題

に 就 い て も前蓮 のma　b手術例 で 36，3％ ， 放射例 で

35．7 ％ で あ っ た．D 反 應は必 しも常に臨床診斷 に

先行 して 禺現 す る とは言 えない ． 先行診斷時を 8

カ 月以 内 と した の は 「手術 後再 發す る と甼均 8 カ

月 で 死 亡す る 」と加藤 黝
の報

・
告に あ る所 よ りし・た．

撹 し本調査 に於 て は 4 カ 月以 内の もの が大部分 で

あ る．

　叉全成績 を盲 目的 に 陰性 ，陽性 に 2 分 し， そ の

各 群 を順調 ， 疑 わ し，不良 と夫 々 分類 して檢討 した

もの で は， 計算 の示 す様に 陰性 を示 した もの の う

ち　92．3％ は順調 で あ ると言 え る．反 之陽性群 に 就

い て み る と ， その うちの 53．9％ は經過順調 な もの

で あつ た．（疑 わ しい もの 20．8％ ， 不 良の もの 25．8

％ ）故 に 陽性 に で た もの で も順調な もの が過牛數

で疑わ し い と も不良 と も言 い きれない． こ れ は 本

反應の樣 な 非特異性 反應 を健康者 の 多 い （經過 順

調 な もの）檢診 に盲 目的 に 用 い た 際 に起る當然 の

現 象で あ る、 本反應の 樣 な非特異性 反應の 使用 に

當 つ て ば臨床所見 を主 と し， 必 す補助的に 用 い ね

ばな らな い ．

　小 　括

　 子宮頸癌冶療後 の定期檢診來院者 1146名 に就 い

て 調べ て 次 の結果を得た．

　 1）　治療後の D 反應の 恢復に就 ひ て は 乎術例 で

は 1 〜 2 月7 敏射 例で は 5 〜 6 月を要する．

　 2） 經過良好 の もの の 示 す陽性率は （手術 放射

を
一拓 して） 9．83％ （11．6≧ P≧ 9．2％）． 經過疑わ

し い もの は 43．6％（52．4≧ P≧ 34．9％）．經過不良 の

もの は64．1％ （73．3≧P≧ 43．7％ ）．

　
’
3）　經i過不良の 場合D 反應の 出現 は手術例 で は

36．4％ （60．9≧ P≧ 20，0％ ）放射例 で は 35．7％ （51．4

≧ P≧ 19．1％）皀卩ち約
1
／3 に ：b

“Nxて 臨床研見に 先行 して

現 わ れ る．

　 4）
’
經過の 觀察 に 営 つ て D 反應 を單獨 に 盲 目的

に 用 い る事 な く， 臨床所見 と並行 して 補助的 に應

用 せ ねばな らな い ．

　　　　　　　　 全章の總括

　癌 に 甥す る補助診斷法 の 一つ と して Davis尿癌

反應 に 就 い て その 應用價値を吟味 し免 ．

　子宮頸癌 を取扱 う上 の 三 大要素 は ， 1）早期發

見 ， 2）完全治 療 ，

『
3 ）治療後の 經過觀察，

で あ

る．よつ て 各 々 の 項 に從つ て D 反應 との關係 を檢

討 した ．

　子宮頸癌の進行期 とD 反應 と の 間 に は密接な 關

係 があ b， 癌の 進行 と共に D 反應の 着色度は 墸加

し， その 間に は 租關關係が成立 して い る ．しか しそ

の 陽性 率を み る と 1度で 28．6％ を示 し早期診斷法

と して の應用價値は乏 しい ．（饗照健康人 で は 8．0

％ で あ る）．

　謝癌治療法 で あ る手術 及び放射療法 に よ り D 反
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

應 は 好 轉す る が ， 治療経了時に は手術療法 に於 て

は放射療法 に於 る よ bも 有意の差 を以 て 陰性化 の

強 い事 を示 して い る ． 淌 1期 に於 て は再療法共 に

健康人値と有意差 の な い 迄 に恢復す る が ，
11

，
III期

に 於 て は そこ迄 には至 らな い ． 陰性 化 の仕方を み

る と手術例 で は 術後 4 〜 6 日 で 陰性 が出沒 しは じ

め る が ， 放射例 で は レ 放射絡了後 よ りぽ つ ぽ つ 出

沒 する位で陰性化 の 傾向が弱 い ． 叉 治癒 傾向の速

い もの で は陰性 の 出現率 が大 で あ る．

　治療後經過良好 の もの では 各進行期 を通 じて 手

術例 に於 て は 1 〜 2 月 ， 放射例 で は 5 〜 6 月で健

康値と有意差 がな い 迄 に な る．經過疑わ しい もの

で は そ の陽性摩は 23．6％ ， 經過不良 の もの で は64

％ で あ る．

　再發治 療經遇 不良の 場合 D 反應 が臨床診斷に 先

行す る か の 問題に つ い て も， 手術例 で は 36．3％放

射例 で は 35．7％ で 必 しも常 に 臨床診斷に 先行する

とは言 えな い ． 而 し陽性 に 出た さい は臨床所見 の

如何 に 拘 らす 次 囘檢診時 に は特 に 注意 を拂 う事が

必要で ある．

　經過の觀察に當つ て は D 反 應 を單獨 に 盲 目的 に

用 い る 事な く補助的に 用 い ね ばな らな い ．

N 工工
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　以 上 の 結巣を總括す れ ば ， 子 宮頸癌 の治 療後再

發の早期發見の 目的 に行 わ れ る定期檢診 に際 して

充 分有意嚢 で ある事 を知る ．且 つ 本法 は操作 も簡

單で あ b定期檢診に際 して 毎囘恒常的 に 施行 す る

事 もた やす く， こ れ を個 人的 に連綾 して 觀察す る

な らば屡 女臨床所見 に先行 して 出現 し補助診斷法

と して の 價値は更に高 くな る．

　稿 を終 ろ に當 リ御指導 御 校閲 を い t：S
’

い ナこ恩師 八木 欷
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剤耐性菌に よ る 重症赤痢、疫痢 に 対
幽
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諸症状 を改善 し 、治癒せ し め る。
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は 1〜2 目 で 消失、治癒せ し め る 。
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